
東飯田地区人権・部落差別解消 啓発推進協議会（２０２３年度） 
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全
九
州
水
平
社
創
立
百
周
年
記
念 

部
落
解
放
・
人
権
確
立 

第
４
２
回
全
九
州
研
究
集
会 

 

十
月
七
・
八
日
に
熊
本
市
で
全
九
州
研
究
集

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
会
一
日
目
は
二
つ
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。 『

公
害
病
事
件
と
人
権―

水
俣
病
』
花
田
昌

宜
さ
ん
（
熊
本
学
園
大
学
）
の
講
演
で
は
、
水
俣

病
の
発
生
か
ら
現
在
ま
で
の
こ
と
を
写
真
を
交

え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

「
９
月
に
大
阪
地
裁
が
出
し
た
判
決
は
、
水
俣

以
外
に
住
む
患
者
さ
ん
を
水
俣
病
と
認
定
し
た

こ
と
は
価
値
が
あ
る
が
、
補
償
金
額
が
低
く
、
被

害
者
を
ラ
ン
ク
付
け
し
て
い
る
。
」
（
チ
ッ
ソ
、
県
、

国
は
、
そ
の
後
控
訴
） 

「
水
俣
病
は
、
過
去
の
こ
と
で
は
な
く
、
現
在

で
も
課
題
の
あ
る
公
害
病
事
件
だ
。
」
と
言
わ

れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

  
 

『
全
九
州
水
平
社
創
立
百
周
年
記
念
と

今
後
の
部
落
解
放
運
動
に
つ
い
て
』
組
坂

繁
之
さ
ん
（
部
落
解
放
同
盟
九
州
地
方

協
議
会
議
長
）
の
講
演
で
は
、
人
種
や
性

別
、
信
条
な
ど
に
よ
る
不
当
な
差
別
を
な

く
す
た
め
の
同
和
教
育
の
大
切
さ
を
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
情
勢
に

も
ふ
れ
、
「
人
権
な
く
し
て
平
和
な
し
、

平
和
な
く
し
て
人
権
な
し
と
い
う
」
言
葉

を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

二
日
目
は
八
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

九
州
各
県
か
ら
三
千
三
百
人
の
参
加

が
あ
り
全
九
州
水
平
社
創
立
百
周
年
に

ふ
さ
わ
し
い
大
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し

た
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東
飯
田
地
区
人
権
講
演
会 

  東
飯
田
地
区
人
権
講
演
会
が
四
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
講
演
会
は
、
東
飯
田
幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
、
地
区
人
権
・
部
落
差
別
解

消
啓
発
推
進
協
議
会
で
実
行
委
員
会
を

組
み
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
た
と
き

に
、
差
別
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
大
人
に
な

っ
て
ほ
し
い
、
そ
ん
な
社
会
を
今
の
大
人

た
ち
が
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

願
い
や
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

今
回
、
東
飯
田
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修

部
の
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
た
「
ハ
ー
ト

降
る
こ
こ
の
え
」
に
よ
る
公
演
だ
っ
た
の

も
、
再
出
発
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。 

 

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。 


